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　先日、当NPOが開催している厚生労働大臣
が定める「訪問型職場適応援助者（ジョブ・メ
イト）」および「企業在籍型職場適応援助者（ジョ
ブ・コンダクター）」の養成研修がありました。
企業で障がいのある人と一緒に働いている現場
の方、障がいのある人の就労支援施設の支援者
の方、それぞれ30名弱の方々が6日間にわた
る講義や障がいのある人たちが働いている企業
の現場などの見学を行いました。
　皆さん6日間の研修でお疲れの最終日に私は
いつも一日参加します。見学された企業の現場
の感想、そして皆さんが現場に帰ってこの研修
を受けて何をしていくのか？決意表明を1人3
分程度でお話ししてもらいます。その決意表明
を行うため、1時間ぐらい振り返りとまとめる
時間があり、その時の相談員として参加し、最
後の発表をじっくり聞くようにします。すると
6日間、何を大事に思ったか？現場を含めて何
を変えようと思ったか？様々な視点で発表する
皆さんの気持ちが伝わってきて私も障がいのあ
る人と働くことを改めて振り返り考えることが
できます。
　ナチュラルサポート、地域資源との連携、働
くことの喜び、学んだことを改めて考え直し、
現場をイメージしてこれからジョブ・メイトと
して、ジョブ・コンダクターとして何ができる
のか？また何をするのか？を聞いていくと、普
段の課題、しんどさ、迷いなどが見て取れると
ともに、この学びを通じてのこれからのやる気
を感じることができ私も元気をもらうことがで
きます。
　また6日間の学びを通じて、悩んでいるの

は自分だけではない、社会には様々に相談、連
携できるところがあり、様々な事例、共有でき
る仲間がいるというのも感じ、よしやっていこ
う！！という勇気にもなると思います。私たち
は障がいのある人と一緒に働く、みんな一緒に
生きていくそのためには、企業、福祉、行政、
学校、それぞれの多様性を認めながらどう連携
するか？一緒に考え、悩み、笑い、それがみん
な共に生きる第一歩だと考えます。
　この研修、最後のまとめで当NPOの理事が話
した言葉がとても印象深かったです。
　皆さんこの研修を受けてそれぞれの現場に
戻ってこう認識してくださいね。

「私が社会資源です」

　今年の当NPOのテーマは連携です。研修を受
けられた方も含め、それぞれの立場で社会資源
として障がいのある人と一緒に働き、生きるた
めに連携していきましょう。

私が社会資源です～ジョブコーチ養成研修より～
代表理事　奥脇　学
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　企業ネットワーク事業部では、２０１８年度の活動と
して「精神・発達障がい者の就労と定着」を考える会を
４回企画しました。その第３回を１２月１３日に「株式
会社ＪＲ西日本あいウィル」で行い、第４回を２月２７
日に「東京海上ビジネスサポート株式会社」で開催しま
した。実施にあたっては場所の提供や見学での社員の方
による説明、質疑やグループディスカッションへの参加
等、両社の皆様には本当にお世話になりました。誌面を
お借りしてお礼を申し上げたいと思います。
　第３回の見学会には３８名の方が参加されました。企
業からは２４名の参加があり、その他は就労支援等の
方々でした。パナソニックエコシステムズ共栄の山本忠
毅課長の司会で始まり、職場見学では働き易い様に多く
の配慮がなされている所を説明して頂きました。設備面
では屋内のバリアフリー化は勿論、視覚障がい者の為に
音声読み上げソフトや拡大読書器の使用、色や光による
サイン機器の設置等、多くの設備が導入されていました。
また定期通院休暇等の制度面での配慮や、部署を横断す
る委員会活動、社員面談等でコミュニケーションの充実
を図っておられました。精神・発達障がい者の定着支援
については、具体例でその取り組みを教えて頂きました。
　見学会後半でのグループディスカッションでは、以下
の様な議論がなされていました。

・コミュニケーションが大切。理解するためには一緒に
過ごす時間が大切。日誌を書いて貰い、内容を読んで気
になったら支援者に入って貰って対応する。朝皆に声を
かけ、その反応（声のトーン）で様子がわかる等。
・入社した時は本人の状態が良いときであり、その後見
えなかった部分が出てくる事に対しては、毎週一回の面
談等の工夫が必要。出来れば面接に精神科医が同席でき
れば障がい特性を見極め易くなるが、実現するには課題
が多い。今は安定していて大きな問題は無いが、今後問

ES企業ネットワーク見学会
～精神・発達障がい者の就労と定着～

ESネット事業部　澁谷　栄作
題が出てきた時は支援者に協力をお願いしたいので採用
する前から支援者がついている方が良い。支援者がつい
ていない時は後から就業・生活支援センターに登録して
もらう。
・知的や精神で適性を早く見つけるには面談を繰り返す
事。面談内容の共有化をしているが、全体ではなく責任
者、人事、社長が見ている。フォローアップの為に周り
の情報の共有化が有効。

　第４回の見学会には３７名の方が参加されました。そ
の内２５名が企業からの参加で他は就労支援等の方々で
した。スミセイハーモニーの山下秀則取締役の司会で始
まり、職場見学では自賠責保険ステッカー管理やデータ
入力等の業務を障がい者社員の方から説明していただき
ました。重要情報を扱うためにミスの無い様に、また効
率よく処理する為に色々工夫されていました。亀井茂樹
支社長から東京海上ビジネスサポートの障がい者雇用の
考え方や発達障がい者の支援方法等についてお聞きしし
ました。
　グループディスカッションでは、以下のような議論が
なされていました。

　サポーター（リーダー）のフォローは、月に一回はサ
　ポーター同士で話し合う会を設けている。悩みやスト
　レスを貯めないようにしている。
　精神でしんどい人も増えてきたので、専門知識を学ぶ
　ようになってきた。
　精神で病名が同じでも一人一人違う。一人一人に向き
　合うことが大切。コミュニケーションに、日報や週報
　を活用して見守られている安心感を持って貰う。
　定着で重要な事は自己理解をして、働く意味、働く意
　欲を持つこと。また社会と協調していけるコミュニ
　ケーション力をつけること。

ES企業ネットワーク見学会

＜グループディスカッションの様子＞
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研修事業部　堤　世津子

障がいのある人の働く現場の視察研修

2018進路指導者研修

　ハローワーク支援者、就業・生活支援センター等の支
　援機関を通して生活状況を知る。家族との接点は基本
　的にはないが、状況によってはケース会議を開くこと
　も有る。

　「第６回働く障がい者リーダー会」を１月１６日にＳ
ＭＢＣグリーンサービス株式会社大阪本社で開催しまし
た。各企業から職場のリーダーやリーダー的な業務を担
当されている方々４０名に集まっていただきました。コ
クヨＫハートの小川修社長の司会で始まりました。職場
見学の後に國上晋吾取締役から会社紹介をして頂きまし
た。その後７グループに別れてディスカッションを行い
ました。その中にはＳＭＢＣグリーンサービスの管理監
督者の方も参加して頂き、活発な質問や情報交換がなさ
れていました。その一部は以下の通りです。

・一人ひとり障がい特性が違うので、一律でなく一人ひ
とりに寄り添い対応している。特に精神・発達障がいの
方が増えているので、会社全体で体制を考えていかない
といけないと思う。昨年から専門資格を持った社員が入
社し、その専門職と管理者との連携はこれからの課題。
・親が障がいを認めていないときは支援機関に相談して
いる。障がいによって教え方も異なる為、判断が難しい。
段階的に指導するのも一つの手。
・様々な障がいのある方が一緒に仕事をしている。ある
ルールを徹底する場合、障がい特性に応じた伝え方が必
要。どう伝えたらいいか悩んでいる。特に知的、精神、
発達について悩む。ミスは起きるもので、起こった時に
どう対処するかを考えている。リーダーとしての悩みは
上司（課長）に相談し、それでも解決しないときは部長
に相談している。

　２０１８年度の企業ネット事業部の企画は以上で全
て終了しました。見学会やリーダー会の実施について
は、各企業の方に本当にお世話になりました。最後に
２０１９年度も各種企画を考えておりますので、一人で
も多くの方の参加をお待ちしております。

　平成 30 年 11 月 16 日（金）、専修学校、高
等学校、大学等の進路指導・キャリア支援担当
者を対象に、支援を要する学生・生徒の就業支
援に係わる視察研修（フィールドワーク）を開
催しました。
　卒業後のスムーズな就業への移行を願って、
当ＮＰＯと大阪府専修学校各種学校連合会との
共催で例年行っている研修会で、今年度は障が
いのある人の雇用企業２社を視察しました。
　参加者は、大学関係者 9人、高校 4人、専
修学校 8人、支援学校 9人、その他教育機関
2人、就業支援機関 3人の総勢 35 人で、例年
よりも多くの方に参加していただき、大変嬉し
く思っています。
　午前中は、梅田にあるヤンマー株式会社の特
例子会社である「ヤンマーシンビオシス株式会
社」、午後は枚方市にある人材総合会社「株式
会社トーコー」を訪問し、担当者から雇用の現
状について詳しくお話を伺い、実際に障がいの
ある人が働く現場を見学させていただきまし
た。視察の後は、6グループに分かれて意見交
換を行い、研修を締めくくりました。
以下、参加者からのアンケート結果です。

　アンケート結果より（抜粋）
　　　　　　　　　＊（　）内は回答者の所属機関
＜研修内容について＞
　　　　視察（2社）
　業務内容等、実際に見学させていただき、採用ま
　での仕組みも教えていただけて良かった（大学）

＜第 6回働く障がい者リーダー会　懇親会の様子＞

＜教育分野対象＞

＜ヤンマーシンビオシス（株）の視察＞

（フィールドワーク）
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　どのようなお仕事があるのか、されているのか
　がわかった（大学）
　実際に働いている様子を拝見でき、勤務内容に
　ついても具体的でわかりやすかった（支援学校）
　初めて特例子会社を見学した。システムとして
　も良くでき上っている（高等専修学校）
　取り組みを聞き、学校、クラス運営などに活用
　したい（高等専修学校）
　雇用に際して大事にしているポイントが具体的
　にわかって良かった（支援学校）
　定着に際してのポイントや望まれる支援者のポ
　イントなど詳しく説明があった（就業支援機関）

＜意見交換＞
　日頃、交流できない方と意見交換でき、勉強に
　なった（大学）
　同じ悩みや全く異なる視点など、参考になった
　（大学）
　大学の障がい者の様子が聞けて良かった（支援
　学校）
　他校の状況がわかって良かった（専門学校）
　高校、専門学校、大学と各ジャンルの課題等が
　聞けて良かった（キャリア教育支援）

＜研修全体について＞
　他の学校の方々と情報交換ができて大変参考に
　なった（大学）
　大変勉強になった。もっと長時間でも、と思う
　程知識が得られた（大学）
　グレーゾーンの学生に対する支援の仕方を教え
　てほしいと思う（大学）
　なかなか訪問することのできない企業を見学で
　きて満足（支援学校）
　2社それぞれの詳しい仕事内容や指導方法を聞
　けたことが大変勉強になった（高等学校）

＜支援を要する学生・生徒に対する就業支援につ
いて日頃感じておられること・考えておられるこ
と、研修の感想等＞
　いわゆるグレーゾーンの学生の支援に苦慮して
　いる（大学）
　支援体制がまだ本学は整っていないので、各学
　校が障がい学生への就職支援をどうされている
　のか、詳しく教えていただきたい（大学）
　学生本人とその家族が自身の障がいを受け入れ
　られるかが非常に重要で、かつ難しいと感じて
　いる（大学）
　意見交換できる時間はもっと増やして欲しかっ
　た（高等専修学校）
　就職した後のキャリアアップについて、企業の
　方はどのように考えているのか知りたい（支援
　学校）
　支援を要する学生に対する就職に関する情報を
　得る方法を教えてほしい（専門学校）
　具体的にどのような方法で企業にアプローチす
　るかが課題。また、手帳を持っていないグレー
　ゾーンの生徒に対する支援のヒントも考える場
　があればと思う（高等専修学校）
　福祉サービスや手帳取得を勧めるにあたり、ど
　のように切り出すと良いか等の事例を発表した
　り、話し合ったりする場を設けてほしい（高等
　専修学校）

　回収したアンケート 28人中、今回の研修会
全体について26人が「満足」、1人が「やや満足」
と回答されており、残る 1人も当項目は未記
入ですが他の記載内容からは満足していただけ
ていることが推察できます。
　学校によって立ち位置も違い、抱える悩みは
さまざまだと思いますが、今回の研修で雇用企
業の前向きな取り組みを知れたこと、いろいろ
な立場の方々と意見交換できたことが満足感に
つながっているのではないかと思います。
　一方、グレーゾーンの学生に対する支援に苦
慮しているという悩みを何人もの方が書いてお
られました。簡単に解決策がみつかるような問
題ではありませんが、今後も引き続き教職員の
方々と一緒に考えていきたいと思います。
　最後になりましたが、お忙しい中視察を受け
入れていただいた企業の皆さま、ご参加いただ
いた皆さまに心からお礼申し上げます。

＜（株）トーコー視察　社員の方よりプレゼン＞
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「障がい者雇用支援の基本を学ぶセミナー」を開催しました！
研修事業部　乾　伊津子

障がい者雇用支援の基本を学ぶセミナー

　例年「働くための社会資源説明研修」として開催してい
る研修名を「障がい者雇用支援の基本を学ぶセミナー」と
改め、平成３１年２月１９日２０日の両日実施しました。
この研修会は当法人の独自事業として始め、今回で６回目
の開催となります。今年のテーマは昨年と同じ「精神・発
達障がいのある人の雇用と雇用継続」として実施しました。
　セミナーには５６名（昨年６１名）の申込があり、参加
者の内訳は企業の雇用管理や相談窓口の担当者、就業支援
機関の支援者、大学のキャリア支援窓口の方など５５名で
した。参加者の６割は就ポツや就労移行など就労支援関係
者で占められ、企業担当者は３割強、その他は大学など教
育分野からの方々でした。

＜シンポジウムの様子＞

申込者所属 分野別人数

企業（就労 A型含む） 18(32.1%)

支援機関（就ポツ） 4(7.1%)

支援機関（就労移行等） 28(50.0%)

支援機関（その他） 2(3.6%)

大学等教育機関 4(7.1%)

その他 0(0%)

計 56 名 (100%)

1．19日(火)基調シンポジウム（於：エルおおさか606号室）

シンポジスト：
　㈱トーコー　総務部パートナー社員採用担当　小澤　公嗣氏
　㈱髙島屋大阪店　人事担当課長　脇田　寿博氏
　積水ハウス㈱　人事部人事グループ部長　西原　靖氏

コーディネーター：
　サテライト・オフィス平野　所長　井上　宜子

　一日目の座学では、日程説明のあと基調シンポジウムが
開始されました。雇用企業３社から精神・発達障がいの雇
用と雇用の継続について各企業の状況や独自の取り組みに
ついて紹介がありました。
　㈱トーコーは、一時労働局からの指導を受けるという厳
しい局面が有りながら劇的に雇用が進んできたと小澤氏よ
り話が始まりました。業界としては事例の少ない人材サー
ビス業でありながら現在５５名の障がい社員が在籍し、そ
のうち２９名は精神発達障がいの方だというお話でした。
「お世話係り」と称する社員の自然体での何気ない配慮が
雇用と定着を生み出しているというが、これも会社のもつ
環境であり，さすが人材会社だと言わざるをえない。
　髙島屋大阪店脇田人事担当課長からは、厚労省のモデル
事業から精神障がい者の雇用が始まったとお話がありまし
た。長年の雇用の中でノウハウを蓄積してきたが、やはり
企業のみでの雇用継続は限界があり、支援機関と組んで困
難や課題を乗り超えてきたとのお話を頂く。

　積水ハウス㈱西原部長から特例子会社ではないが、本社
の一部に人事部事務サポート室を作り平成２８年から精
神・発達障がいの人を雇用始めたと経緯のお話があり、障
がい特性に配慮した作業環境の整備を行い、現在８名の精
神や発達障がいの社員を雇用。企業全体の障がい者数は
２５０名、２．５１％の雇用率があるとのお話がある。
　３社の概要紹介のあと、サテライト・オフィス平野所長
の井上さんをコーディネータとして、いくつかのテーマを
毎に議論が進みました。

「障がいのある社員の配置として複数で配置するのと個々
に配置することのメリット・デメリットについて」：
複数で配置するとお互い切磋琢磨し合う姿や後輩の手本と
なることなどでやりがいを感じて会社の中で仲間同士支え
合いが生まれる等のメリットがあるのに対し、社内に障が
い社員が一つの部署に集まっている場合には、他の社員と
の接点が薄くなり、視野が限定的になるというデメットが
ある。また、個々での配置の場合、その人の特性に向き合っ
てフォロー面は手厚くなるものの、デメリットは孤独感・
特別感が発生してしまうことだという。各社それぞれの組
み合わせで雇用されている。

「合理的配慮への取り組みについて」：
トーコー小澤氏より「お金をかけないが、声はかける」と
切りだされ、出退勤の時間調整や追加休憩として１５分間
休憩を新設し、とても好評だというお話がある。髙島屋で
も体調に合わせた柔軟な勤務体制が推進されおり、積水ハ
ウスは、月やその日の業務スケジュールの見える化を実践
しているという。さらに３社共通した配慮事項に「面談」
があり、定期面談や気軽に面談のできる体制を作っている
とのこと。しかしながら「合理的配慮」と「業務上の指導」
の境界はとても悩ましいと本音が聞かれました。

「社内で理解を進めるための工夫」：
実習者の受け入れを積極的に進めたり、会社内の勉強会（雇
用状況や障がい特性など）を積極的に開催したりしている
とのこと。社内報での発信や行政・支援機関など外部機関
とのネットワーク構築に力をいれ、雇用は企業の社会的役割
とし他の職場に可視化し発信するなど多様な働きをされて
おり、人事担当者が努力されている姿が伝わる内容でした。
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「長く継続して勤めるための企業の取り組みについて」：
トーコー小澤氏からは、心理的なバリアフリーを社内に作
ることだとあり、転ばぬ先の杖ではなく、問題が起きた時
に職場を信頼し一緒に解決していく体制を作っているとお
話がある。何よりも配慮のできる社員が自然体でサポート
していることが大きな強みであるという。髙島屋脇田氏か
らは、何をおいても本人が「業務の中で自分の仕事をきっ
ちり行うこと」がとても重要。職場の中で特別な存在とし
ての「お客さん」から仕事の「同僚」になり、やがて「仲間」
となる。そうした経過を大事にしているとのお話。積水ハ
ウス西原氏から、日々の体調管理と様子の確認、定期的な
面談により早期の問題発見と解決に努めている。一人ひと
りの労働条件をさらによりよいものにしていくことは安定
雇用に繋がり、今後も努力を惜しまないと発言がある。

「安定するため当事者に求めるもの」：
トーコーではこの会社でがんばりたいという思い、愛着心
（エンゲージメント）であると考えているとのこと。髙島屋
では、過去の経験に捉われず一歩前にいくチャレンジの気
持だと回答があった。積水ハウスではお互いが認め合い尊
重し合うことだと。

「各企業が支援機関に求めること」：
本人と職場とのアセスメントの精度をあげること、就職後
も長期に継続的支援の依頼をお願いしたい、支援機関は職
場にとっては「希望」につながるもの、ダブルスタンダー
ドではなく、真に本人のためのサポートを実践して欲しい
という期待を話されました。

２.基本講座とグループワーク
　精神障がい者の合理的配慮と発達障がい者への合理的配
慮というテーマで大阪市障がい者就業・生活支援センター
高瀬優子氏とサテライト・オフィス平野藤井麗子氏を講師
に講義が行われました。障がい者雇用の基礎的な知識や内
容を学んでもらおうと企画したもので、回収したアンケー
トからは「事例を多く含めて説明があったので分かりやす
かった」「様々な配慮が知れた」「すぐにでも役立ちそうな
内容だった」と感想がありました。
　その後、一日目を振り返って見学コース毎に９グループ
に分かれ、大専各梶山氏をコーディネーターとしてグルー
プワークを行いました。
　１つのグループは企業・支援機関・学校など立場の違う
メンバーの組み合わせとし、昨年より時間を多くとり、シ
ンポジウムや講座を振り返って意見交換されました。

３．視察研修
　翌日の視察研修コースは以下の５コースで実施しました。

４．アンケートから振り返る
　今回の基本セミナーについてアンケートの回収率は
９８．２％で、ほぼ参加者全員の方からのご意見が頂けま
した。
　アンケート結果から、シンポジウムについては、回収
５４人中、役に立つ内容であった（４９人）ともっと聞き
たい（５人）と評価されています。多くの方々は３社三様
の障がい者雇用を評価し、企業の考え方や配慮工夫を直に
聞くことができ、雇用側の企業が身近に感じられ、自分の
支援の中で活かせるヒントや問題解決に繋がりそうだとの
内容でした。
　グループワークも好評で、就業支援に関わる支援機関・
雇用企業、教育機関と分野の異なる支援者との意見交換が
新鮮であったとの声が今年も多くありました。セミナー全
体をとおして、「本人・企業支援者が一緒になって考えるこ
との重要性を感じた」、「有意義な内容で今後の支援に役立
つ内容だった」、「とてもよい学びになりました。今後の業
務に活かしていきたい。」「自分が学びたい事が学べ、知っ
ていたことを伝えることができとてもよかった」、「大学で
の課題としていることに対し、支援機関や企業の方から様々
な意見を頂き非常に勉強になった」など多くの意見感想が
寄せられ、この研修が好評価を得ていることが実感できま
した。参加費が高いという意見もある中、「これだけのボ
リュームと充実感を考えると安い」などの感想もあり、嬉
しく思います。次年度にむけて研修内容をさらに吟味して
いきたいと考えています。ご協力いただいた企業、支援機関、
スタッフとして協力いただいた方々にお礼を申し上げます。

Aコース
午前

（社福）日本ライトハウス
視覚障害リハビリテーションセンター
（大阪市鶴見区）

４名

午後 ㈱トーコー（枚方市） ４名

Bコース
午前

東大阪市立障害児支援センター　レピラ
（東大阪市）

10名

午後 ㈱高島屋大阪店（大阪市中央区） 10名

Cコース
午前

大阪精神障害者就労支援センター
JSN 門真（門真市）

12名

午後 ㈱ダイキンサンライズ摂津（摂津市） 12名

Dコース
午前

大阪市職業リハビリテーションセンター
サテライト・オフィス平野（大阪市平野区）

14名

午後 ㈱クボタ（大阪市浪速区） 14名

Eコース
午前

NPOクロスジョブ　クロスジョブあべの
（大阪市阿倍野区）

11名

午後 ㈲奥進システム（大阪市中央区） 11名

＜グループワークの様子＞

＜ Eコース　奥進システムでのやりとり＞
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＜研修の様子＞

㈱ダイキンサンライズ摂津　松元　広美

ジョブコーチアドバンスト研修を
受講して

ジョブコーチアドバンスト研修

　2019 年 1月 11 日（金）エル大阪南館南ホールで、
ジョブコーチ事業部で開催されているジョブコーチア
ドバンスト研修に参加させていただいた。北海道や関
東からの参加もあり合計で４５名。大阪障害者雇用支
援ネットワークで 2003 年から始めたジョブコーチ研
修は既に 35 回目の研修となる。本研修はジョブコー
チ研修を修了した我々を対象としたスキルアップ研修
で、私自身 2015 年第 2号職場適応援助者研修を受講
し、日々の定着支援を踏まえて基本に立ち返り今後に
つなげるために参加させていただいた。
　まず、基調講演として、高知県立大学社会福祉学部
福間隆康先生に “ 障がい者の就業継続支援と企業の雇
用管理 ” についてお話しいただいた。ご講演は厚生労
働省の文献データや学術資料と共に、実際に福間先生
が特例子会社の社員に調査・研究された結果をご紹介
いただき、職場実態とリンクして大変興味深い内容で
あった。
　組織と個人の心理的な距離を「組織コミットメント」
として表現され、義務感やしがらみよりも組織に対す
る帰属意識の高い人が働き続ける意思の強いこと。そ
の背景として個人に組織からの信頼や期待が伝わって
おり、職場の雰囲気・人間関係が良好であることが挙
げられた。
　また、精神障がいのある人の入社一年以内の雇用定
着率は約半分であり、その要因を「リアリティショッ
ク（期待と現実のギャップ）」と呼ばれるが、これ
は初めて就職する人に多い傾向である。リアリティ
ショックを減らすには「職場体験が有効」であり、訓
練の時に良い面だけでなく、働く厳しさも体験するこ
とが重要であるとも示された。
　次にシンポジウムでは、2018 年４月から就労定着
支援制度が運用されるなど様々な制度が充実する中
で、障がいのある一人ひとりの就労継続を如何に連携
しトータルで支援していけばいいのか知るためにそれ
ぞれの立場からお話しいただいた。
　まず、株式会社トーコー小澤公嗣氏から、一般企業
の雇用管理の立場でお話しいただいた。３０名近い支
援者の方と連携しており、一人の社員のためにどれだ
け密に連携できるがテーマ。雇用管理においては仕事
に人を合わせるのでなくて、人の特性に仕事を合せる
ことを基本にしている。働き続けるためには職場実習

の時からしっかりと働き始めることが肝心とのお話も
あり、基調講演の内容とも合致し共感を覚えた。
　お二人目は訪問型職場適用援助者もくれんの就労
form マスタード家坂友之氏にご登壇いただいた。一
人ひとりの「働く」思いは違う。私生活を大事にして、
本人が幸せかどうかを第一にしていると寄り添いなが
ら職場環境を改善する動きも積極的に取っていると熱
く語られていた。
　３人目のご登壇は就労移行支援事業・就労定着支援
事業就労支援員サテライト・オフィス平野の藤井麗子
氏であった。2018 年 4 月より始まった「就労定着支
援事業」については、一般就労へ移行した対象の方に
就労継続のため、企業・障害福祉サービス・医療機関
等と連絡調整と、職業生活に伴う日常生活や社会生活
についての相談援助等の支援を現在 20 名までを定員
として行っており、従来の支援に加えて定着支援に取
り組んでいるとのお話であった。
　最後は障がい者就業・生活支援センター就業支援
ワーカー　大阪市障がい者就業・生活支援センターの
山口雄大氏にご登壇いただいた。
　手帳がなくても仕事に就くための相談・支援も含め
て訓練施設など関連機関と連携を取り、大阪市の地域
各拠点で地元に沿った支援連携をし、長く仕事を続け
ていただけるように支援をされている。
　休憩をはさんだ後のグループワークでは、8つのグ
ループに分かれ、基調講演やシンポジウムを聞いた上
での職場での悩みや実践内容について共有させていた
だいた。「長期に休み出した社員への支援」「社員間の
人間関係の調整」「採用・評価についての課題」「支援
機関や企業側にお互い希望すること」などの意見交換
もされ大いに盛り上がった。
　日々定着支援のために取り組む私たちにとって、年
に一度のアドバンス研修はスタート時点に戻れる懐か
しい場でもあり、研鑽の機会としてとても大切な場と
なっている。企画していただく皆様のご尽力に感謝す
るとともに、今後も継続をお願いしたいと思う。
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はたらく障がい者なんでも相談センターの相談から
今後の課題と方向性

「はたらく障がい者なんでも相談センター」

相談支援事業部長　嶋田　彰

　平成 29 年 6月に『はたらく障がい者なんでも相談
センター』を開設して以来、「働きたいけど働けない」
「仕事を続ける上で悩みがある」「職場で不合理な扱い
を受けている」「会社に内緒で相談したいことがある」
「信頼できる相談場所がない」等々、様々な悩みや思
いを抱えた障がいのある方々からの相談を受けてきた
が、その件数としては 60 件近くになる。まずはその
相談内容の傾向について説明したい。相談主体につい
ては圧倒的に本人からの相談が多かったが、次いで本
人の家族や支援者からであった。中には労働組合から
の相談も受けた。相談の主訴としては日中活動の場に
ついての情報、今後の就職や転職、生活全般等につい
ての相談、自身の障がいへの理解や会社内（企業のみ
ならず就労継続支援 A型）の不当な対応（合理的配慮
も含む）やパワハラなど権利侵害に関わる内容、公務
災害非該当による不服申し立ての相談等、数多くの多
様な相談が寄せられた。
　当方としては、その本人が求めているであろう情報
提供や助言、時には本人に紹介するべき支援機関への
同行、他府県の相談支援機関との連絡調整等、あくま
でも本人の思いに寄り添うことを大切に支援の実践を
してきた。その中で短期間で解決することもあれば、
今も本人の思いと共に課題の解決方法を探り続け長期
化している相談内容もある。
　ここで、少し私事に触れながら、当方の『はたらく
障がい者なんでも相談センター』について考えていき
たい。私は最近まで障がいのある方々に対しての計画
相談支援ならび基幹型相談支援事業に従事していた。
計画相談支援とは本人の意向や思いを主体として様々
な障害福祉サービスやインフォーマルなサービスを組
み合わせたプランを本人と作成し、そのプランを本人

の住所地である行政に提出し本人が望む障害福祉サー
ビス等を受けることができるようにすることである。
また基幹型相談支援事業とは本人や家族等からの相談
を受け、先ほど紹介した計画相談支援としてプランを
作成することもあれば、例えば事故等で受傷された方
の場合、医療との連携を図り退院後の生活を組み立て
たり、障害者手帳や障害基礎年金を取得するための支
援を行ったり、受傷から派生した障害種別によっては
介護保険関連支援機関（地域包括支援やケアマネ等）
との連携を行ったりと多くの機関との調整を行うこと
になる。
　この相談支援の機能としては、それなりの経験と実
績を積み上げていく中でパターン化され支援の方向性
の見立てができるようになってくるのだが、一番難し
いのは、障がいのある方々本人の思いがどこにあるの
かを見つけることである。相談支援は（箱型の）現場
を持たないため、毎日本人と会えるわけでもなく、限
られた時間の面談等から、その本人の主訴や思いを見
つけ出さなければならない。そしてお互いが解決すべ
き課題を共有しながら、それぞれがすべき役割分担を
明確にした上で課題解決に向けて遂行しなければなら
ない。相談支援で忘れてはならないのは、決して支援
者だけで課題解決しようとするのではなく、その相談
主体である本人、場合によってはその家族にも解決す
べき課題をあらためて確認してもらい役割を担っても
らうことであると考えている。
　今後も『はたらく障がい者なんでも相談センター』
には数多くの相談を受け入れることになるだろう。主
に就労や雇用といったことに関する相談内容が多いで
あろうが、先述したように相談支援とは奥深い支援で
ある。相談内容によっては関係機関との調整のみだけ
でなく、当方がその本人の生きざまや人生に関わる存
在になるかもしれない。そのためには、その本人の相
談を多角的な視点で見つめ対応できる相談支援体制の
構築（相談窓口機能としての充実、関係機関との実務
的連携等による拡充）が重要となるであろう。フォワー
ド 60 号の『はたらく障がい者なんでも相談センター
を開設した意義を考える』にも記述したが、「本人の
声をきく」ための相談支援事業の実践を通して、あら
ためて大阪障害者雇用支援ネットワークが社会的な責
任を担っていることを実感している。

＜９月のなんでも相談キャンペーンの様子＞


